
 

 

2020年度検討テーマ 

「常備薬の適切な管理 

～インスリン製剤と注射用カリ

ウム製剤～」 

2020年度から「常備薬の適切な

管理」をテーマに掲げ、病棟等

における常備薬の適切な管理の

推進のための活動を行ってい

る。今年度はインスリンと KCL

の管理に焦点をあてた。 

部会員一覧 

（敬称略・五十音順） 

◎＝部会長、○＝副部会長 
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佐藤 みづほ 独立行政法人国立病院

機構村山医療センター 
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薬剤安全部会 
 2020年度活動報告 

活動報告 

アンケート・セミナーの実施 

・「インスリン製剤と注射用カリウム製剤の管理状況に関するア

ンケート」実施 

・薬剤安全セミナー 

12月 19日開催（シンポジウム形式、オンライン開催） 

＞開催報告 ／ 後日配信 

成果・発表内容等 

・アンケート結果 

 ＞「インスリン製剤と注射用カリウム製剤の管理状況に関する

アンケート 集計結果」公開 

・会員病院作成資料の公開・共有 

 ＞「インスリン製剤と注射用カリウム製剤の適切な管理に関す

る資料」公開 

総括 

多くの医療機関では、緊急または早急に投与が必要な薬剤を

常備薬として病棟や外来に配置している。これら常備薬には

様々なベネフィットがあるが、一方で院内薬剤部門と同等に温

度・湿度、使用期限、定数在庫の管理、紛失や盗難対策を取ら

ねばならず、薬剤師による監査や調整がなされないという医療

安全上の問題を内在していることに留意しなければならない。 

常備薬の管理に関する会員病院の取り組みを情報共有するた

め、今回はインスリンと KCL に焦点を絞り会員病院にアンケー

トを行った。また、アンケートに協力いただいた施設のうち４

施設にオンラインセミナーでシンポジストとして発表をお願い

した。 

アンケートにより会員病院の現状を知ることができ、効率と

安全を両立できるよう様々な取り組みも行われていることが分

かった。シンポジウムの発表をはじめ、会員病院から得た貴重

な情報は協議会の Web サイトから閲覧できるようにした。是非

ご覧いただき、自施設での常備薬管理にお役立ていただきた

い。 

（部会長・川井 信孝） 

https://www.psp-jq.jcqhc.or.jp/post/seminar_report/7701
https://www.psp-jq.jcqhc.or.jp/post/video/7646
https://www.psp-jq.jcqhc.or.jp/post/enquete/7760
https://www.psp-jq.jcqhc.or.jp/post/enquete/7760
https://www.psp-jq.jcqhc.or.jp/post/deliverables/7793
https://www.psp-jq.jcqhc.or.jp/post/deliverables/7793

